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２

月
５

日
か

ら
11

日
に

か
け

て
、

３
年

ぶ
り

に
大

内
宿

雪
ま

つ
り

が
開

催
さ

れ
ま

し
た

。
　

大
内

宿
が

国
の

重
要

伝
統

的
建

造
物

群
保

存
地

区
に

選
定

さ
れ

て
か

ら
、

今
年

で
42

年
目

。
人

口
減

少
や

空
き

家
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

問
題

に
直

面
し

な
が

ら
、

大
内

宿
の

皆
さ

ん
は

こ
の

文
化

財
を

次
の

世
代

に
つ

な
ご

う
と

奮
闘

し
て

い
ま

す
。

令
和

5年
2月

1日
現

在
   男

2,543人
 女

2,573人
 計

5,116人
 世

帯
数

2,165戸
  1月

と
の

比
較

  人
口

△
6人

 世
帯

数
△

1戸
 人

の
動

き
 出

生
1人

 死
亡

9人
町

の
人

口

冬
空
に
輝
く

大
輪
の
花



【特集】

大内宿
その保存と継承を考える

　

国
選
定
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
「
下
郷
町
大
内
宿
」。

江
戸
時
代
の
趣
を
残
す
町
並
み
か

ら
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
取
り
あ
げ
ら

れ
て
注
目
を
集
め
、
毎
年
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

大
内
宿
は
町
の
観
光
資
源
の
一

つ
で
す
。
観
光
業
は
町
の
基
幹
産

業
で
あ
り
、
大
内
宿
を
中
心
と
し

て
町
は
誘
客
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
こ
の
産
業
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
大
内
宿
は
不
可
欠
で
す
。

　

近
年
は
東
日
本
大
震
災
の
風
評

被
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、

外
国
人
観
光
客
が
増
加
。
昨
年
は

３
年
ぶ
り
に
７
月
２
日
の
半
夏
祭

り
が
通
常
通
り
に
開
催
さ
れ
、
９

月
１
日
の
防
災
訓
練
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
２
月
５
日
か
ら
は
、
一

週
間
に
わ
た
っ
て
雪
ま
つ
り
を
開

催
。
観
光
資
源
と
し
て
大
い
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
観
光
資
源
で
あ
る
前

に
、
大
切
な
文
化
財
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
認
識
し
な
く
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
文
化
財
は
適
正
に
保
存

さ
れ
て
初
め
て
活
用
で
き
る
の
で

す
。
そ
し
て
、
大
内
宿
と
い
う
文

化
財
を
活
用
で
き
る
の
は
、
こ
こ

で
暮
ら
し
て
き
た
人
と
、
こ
の
集

落
を
守
ろ
う
と
奮
闘
し
て
き
た
人

が
い
る
か
ら
で
す
。

　

今
、
大
内
宿
で
暮
ら
す
人
、
働

く
人
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
直

面
し
な
が
ら
今
後
を
模
索
し
て
い

ま
す
。
今
月
は
そ
の
想
い
を
伺
い

ま
し
た
。
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大
内
宿
の
歩
み

◆
歴
史

　

大
内
区
が
あ
る
場
所
で
は
縄
文

時
代
の
生
活
の
痕
跡
が
見
つ
か
っ

て
お
り
、
そ
の
頃
か
ら
人
々
が
生

活
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
入
り
、
下
野
街
道

の
宿
駅
「
大
内
宿
」
と
し
て
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
会
津
若
松
城
下
か

ら
３
つ
目
の
宿
駅
で
、
荷
役
や
人

馬
の
継
ぎ
立
て
と
宿
場
を
経
営
す

る
か
た
わ
ら
、
農
業
を
生
業
と
す

る
半
農
半
宿
の
集
落
で
し
た
。

　

明
治
17
年
、
会
津
三
方
道
路

が
開
設
。
会
津
若
松
市
か
ら
新
潟

方
面
、
米
沢
方
面
、
日
光
方
面
に

そ
れ
ぞ
れ
道
路
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
幹
線
道
路
か
ら

外
れ
た
た
め
、
大
内
宿
は
そ
の
後

の
開
発
を
免
れ
、
古
い
町
並
み
が

残
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
文
化
財
と
し
て

　

昭
和
40
年
代
、
県
や
文
化
庁
が

大
内
宿
に
注
目
す
る
と
、
マ
ス
コ

ミ
に
も
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
住
民
の
間
に
は
大
き
な
衝
撃

と
動
揺
が
広
が
り
ま
し
た
。

　

時
代
は
高
度
経
済
成
長
期
。
文

化
庁
な
ど
の
意
向
に
反
し
て
近
代

化
を
望
む
声
も
多
く
、
保
存
か
否

か
、
集
落
を
二
分
す
る
ほ
ど
の
議

論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

混
乱
の
中
で
保
存
活
動
が
中
断

さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、

昭
和
56
年
、
国
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を
受
け

ま
し
た
。
範
囲
は
街
道
を
中
心
と

し
た
南
北
５
０
０
メ
ー
ト
ル
、
東

西
２
０
０
メ
ー
ト
ル
で
す
。

　

選
定
後
は
保
存
計
画
に
基
づ
き

国
・
県
の
指
導
の
も
と
町
並
み
の

保
存
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

主
屋
の
修
理
を
中
心
に
、
本
陣
の

復
元
、
電
柱
の
移
設
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
撤
去
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
内
宿
保
存
会
や
結
の

会
が
発
足
し
、『
大
内
宿
を
守
る

住
民
憲
章
』を
制
定
。「
売
ら
な
い
、

貸
さ
な
い
、
壊
さ
な
い
」
の
３
原

則
を
掲
げ
、
土
地
と
建
物
を
守
っ

て
き
ま
し
た
。

◆
観
光
資
源
に

　

観
光
地
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
住
民
の
多
く
が
そ

ば
屋
や
土
産
物
店
な
ど
に
転
向
し

ま
し
た
。
観
光
客
は
増
え
続
け
、

平
成
元
年
は
18
万
人
、
平
成
19
年

に
は
１
０
０
万
人
を
越
え
ま
し
た
。

　

大
内
宿
は
町
を
代
表
す
る
観
光

地
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
伴

い
周
辺
で
長
い
渋
滞
が
発
生
す
る

な
ど
、
観
光
客
が
集
中
す
る
こ
と

に
伴
う
問
題
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
東
日
本
大
震
災
の
風

評
被
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も

外
国
人
観
光
客
が
増
加
。
県
も
誘

客
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

◀
連
休
や
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

　

駐
車
場
ま
で
長
い
渋
滞
が
発
生

◀
昭
和
62
年
に
始
ま
っ
た
雪
ま
つ
り
。

　

左
の
写
真
は
平
成
３
年
の
も
の

▲「ドル箱」という表現から、観光資源として注目され
　ていたことが伺える（広報しもごう昭和 54 年 9 月号）

平
成
元
年

平
成
10
年

平
成
５
年

平
成
15
年

平
成
20
年

平
成
25
年

平
成
30
年

0

40

20

（万人）

116 万人（平成 21 年）116 万人（平成 21 年）

58 万人58 万人
（平成 23 年）（平成 23 年）

18 万人（平成元年）18 万人（平成元年）

60

80

120

100

令
和
３
年

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

選
定
ま
で
の
経
緯

昭
和
42
年

９
月　

武
蔵
野
美
術
大
学
生
だ
っ

た
相あ

い
ざ
わ沢

韶つ
ぐ
お男

氏
（
同
大
学
名
誉

教
授
）
が
大
内
区
を
訪
れ
る

昭
和
44
年

５
月
19
日　

５
月
上
旬
か
ら
泊
り

が
け
で
大
内
区
の
調
査
を
し
て

い
た
相
沢
氏
が
町
教
育
委
員
会

を
訪
れ
、
宿
場
の
保
存
を
訴
え

る
。
そ
の
後
、
文
化
庁
に
も
集

落
の
存
在
を
知
ら
せ
た

６
月　

マ
ス
コ
ミ
各
社
が
大
内
宿

に
つ
い
て
報
道
し
始
め
る

昭
和
45
年

８
月
７
～
11
日　

大
内
区
に
県
の

民
俗
資
料
緊
急
調
査
が
入
り
、

そ
の
翌
年
、
報
告
書
を
発
刊

昭
和
47
年

５
月
25
日　

文
化
庁
が
県
に
集
落

と
町
並
み
の
調
査
を
依
頼

昭
和
48
年

３
月
27
日　

文
化
庁
と
県
が
町
並

み
を
調
査

昭
和
50
年

７
月
１
日　

文
化
財
保
護
法
改
正

に
よ
り
「
伝
統
的
建
造
物
群
」

が
制
度
化
さ
れ
る

昭
和
52
年

３
月
３
日　

大
内
区
保
存
に
つ
い

て
の
懇
談
会
開
催
（
町
、
県
の

他
、
区
民
27
名
が
出
席
）

５
月
９
日　

大
内
区
は
選
定
を
受

け
な
い
旨
を
県
に
報
告

（
以
後
、
２
年
間
保
存
活
動
を
中
止
）

昭
和
54
年

５
月
27
日　

県
が
町
に
大
内
宿
の

保
存
を
要
請

８
月
25
日　

大
内
宿
保
存
対
策
協

議
会
発
足

９
月
７
日　

大
内
区
総
会
に
て
、

町
教
育
委
員
会
か
ら
経
過
説
明

と
保
存
へ
の
協
力
要
請

昭
和
55
年

５
月
10
日　

大
内
区
と
町
と
の
協

議
の
結
果
、
保
存
に
合
意

昭
和
56
年

３
月
27
日　

大
内
宿
を
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
す
る

よ
う
国
の
文
化
財
保
護
審
議
会

か
ら
文
化
庁
へ
答
申

４
月
８
日　

電
柱
の
移
設
に
つ
い

て
東
北
電
力
と
協
議

４
月
11
日　

消
火
栓
新
設
の
た
め

水
源
調
査
を
実
施

４
月
18
日　

官
報
告
示
を
も
っ
て

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
さ
れ
た

◆備考
平成 20 年 9 月 21 日　R289 甲子トンネル開通
平成 23 年 3 月 11 日　東日本大震災発生

大内宿の観光入込客数

▲集落入口に設置された住民憲章。ここで暮らす人はこの約束を守ってきた

▲昭和 56 年の半夏祭り（左：渡御行列のためのわらじ作り／中央：受け継がれてきた笛と太鼓／右：火の見櫓からの景色）
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　2013 年から、学生たちとともに大内宿雪まつりの運営
に協力している東洋大学国際観光学部の須

す が

賀忠
ただよし

芳先生。
専門は歴史教育や観光歴史文化論で、「大内宿は茅葺き屋
根の町並みを保存し、まさに歴史観光で地域を生かして
いる場所」と話します。
　岩手県や広島県でも地域密着型の活動をしているそう
ですが、その目的は首都圏出身の学生に地方の活気を感
じさせること。「サービスラーニング（奉仕と実践的学習
の統合）の一環として、研究だけでなく、楽しみながら
学ぶ機会になれば」と考えています。
　３年生の緒

お が た

方一
か ず や

弥さんは東京都出身。小学生の頃に家
族で大内宿に来たことがあり、とても印象に残っていた
とのこと。今回実際に大内宿の雪まつりに参加して、「想
定よりも幅広い年代の人が関わっていることに驚いた。
この町並みを守るパワーを実感している」と話します。

茅葺きの屋根

　茅葺き屋根の家屋を長持ちさせるには、囲炉裏で火
を焚き、その煙で内部を燻

いぶ

すことが大切です。煙に燻
されることで防虫・防腐の効果があり、建材が煤でコー
ティングされることで耐用年数が延びるのです。
　「囲炉裏は日々の生活の一部。昔はなくてはならな
いものだった」という本家玉屋の佐藤和

か ず え

衛さん。１月
中旬から屋根裏を一般客に無料で公開しています。
　「この集落にお店はたくさんあるが、屋根裏まで見
せるところはない。自分がお客さんだったら茅葺き屋
根の中まで見たいと思う」と公開した理由を話します。
　本家玉屋では、ほぼ毎日囲炉裏に火を入れます。公
開している屋根裏では、燻されて黒くなった部分と新
しい萱の部分を見ることができます。「今はこの集落
でも囲炉裏を使うところが減ってきているが、茅葺き
屋根にはこの煙が欠かせない」と話します。
　「この大内宿で働けるから、生活基盤があるから生
きていける。そのことを忘れずにいたい」と話す和衛
さん。「そばを食べてもらって、お土産を買ってもら
うことだけが観光じゃない。『囲炉裏が煙たかった』
と笑うのもその人の旅の思い出。実際に見て触れるこ
とで、お客さんが少しでも “大内宿そのもの” を楽し
めたら」と、大内宿がより有意義な観光地になること
を望んでいます。

▲須賀先生と学生の皆さん。今年の雪まつりにも参加

▲昨年９月１日に開催された防災訓練

▲須賀先生（左）と緒方さん

▲囲炉裏の火を調節しながら話す和衛さん

▲公開している屋根裏。左側は新しい茅の部分

囲炉裏と茅葺き屋根

教育での活用
◆
相
互
扶
助
の
証

　

茅か
や

葺ぶ

き
屋
根
の
家
並
み
は
約

５
０
０
メ
ー
ト
ル
。
昔
か
ら
続
く

「
結ゆ

い
」
と
い
う
つ
な
が
り
の
も
と
、

住
民
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
葺
き

替
え
作
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
家
並
み
は
、
山
間
の
小
さ
な

集
落
の
中
で
、
人
々
が
助
け
合
い

な
が
ら
生
き
て
き
た
証
と
も
言
え

ま
す
。

　

現
在
、
葺
き
替
え
は
大
内
宿
保

存
会
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
年
に

葺
き
替
え
る
家
、
茅
刈
り
の
日
程

な
ど
を
決
定
し
ま
す
。
葺
き
替
え

作
業
に
は
、
今
も
変
わ
ら
ず
近
隣

住
民
ら
が
協
力
し
ま
す
。

　

こ
の
家
並
み
と
と
も
に
葺
き
替

え
技
術
を
継
承
す
る
た
め
、
若
い

世
代
は
茅
葺
技
術
伝
承
会
に
入
り

技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。

◆
高
い
防
災
意
識

　

茅
葺
き
と
い
う
火
に
弱
い
建
物

を
保
存
で
き
た
理
由
に
、
大
き
な

火
災
を
免
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

正
徳
元
年（
１
７
１
１
）に「
大

内
宿
大
火
」
の
記
録
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
後
は
戊
辰
戦
争
の
戦
火

な
ど
も
免
れ
て
き
ま
し
た
。

　

保
存
地
区
選
定
後
は
防
災
施
設

事
業
を
実
施
し
、
建
物
を
守
る
た

め
の
消
火
設
備
や
、
各
家
に
火
災

報
知
器
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
民
の
多
く
が
消
防
団

や
婦
人
消
防
隊
に
所
属
し
、
消
防

団
を
退
団
す
る
と
、
他
の
地
区
に

は
な
い
大
内
宿
火ひ

け
し
ぐ
み

消
組
に
入
り
ま

す
。
毎
年
９
月
１
日
に
は
大
内
区

独
自
の
防
災
訓
練
を
実
施
。
高
い

防
災
意
識
が
表
れ
て
い
ま
す
。
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今
、
求
め
ら
れ
る
変
化

　

大
内
宿
保
存
整
備
財
団
の
代
表

も
務
め
る
佐
藤
一
夫
区
長
は
、「
集

落
の
中
で
す
で
に
空
き
家
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
家
も
あ
る
し
、
空
き

家
予
備
軍
の
よ
う
な
と
こ
ろ
も
あ

る
」
と
危
機
感
を
露あ

ら
わに

し
ま
す
。

　

大
内
区
に
住
ま
ず
日
中
だ
け
お

店
の
営
業
の
た
め
に
来
る
人
や
、

現
在
、
大
内
区
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
空
き
家
、
農
地
の
荒
廃
と
い
っ
た
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

大
内
宿
の
保
存
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

喫
緊
の
課
題
は
空
き
家
対
策

「大内の外」の視点から

「
売
ら
な
い
・
貸
さ
な
い
・
壊
さ
な
い
」
の
３
原
則

大内宿の今後を考えるワークショップ
　２月 12 日、千葉大学園芸学研究科の斎藤雪
彦教授と学生５名によるワークショップが行わ
れ、大内区民 15 名が参加しました。
　集落の人口減少と高齢化を踏まえ、今後の課
題として主に次の３点が挙げられました。

①人口減少と高齢化の中での伝統維持
②住民憲章の緩和（条件付きで移住者受入）
③農地の活用（貸与などの検討）

『大内宿の民家と集落
下郷町大内宿伝統的建造物群保存対策調査報告書』

編集：北海道大学観光学高等研究センター
発行：下郷町教育委員会（平成 31 年３月発行）

　大字大内（旧・大内村）を対象として、平成
29、30 年度に実施した調査の報告書。建築物
復元の課題だけでなく、生活の場、観光地とし
ての大内宿の課題等について触れています。

　また、保存区域外の農地
の荒廃に関しても指摘して
おり、山間部で生活するた
めに野山を最大限活用して
きた大内集落にとって、「集
落と農地山林」の関係にも
歴史的価値があるとしてい
ます。

茶房やまだ屋

諸
もろおか
岡　泰

やすゆき
之さん

大内区長／大内宿保存整備財団代表

佐
さとう
藤　一

かずお
夫さん

大内宿保存会

鈴
すずき
木　澄

すみお
夫会長

跡
継
ぎ
の
目
処
が
た
っ
て
い
な
い

家
も
あ
る
と
の
こ
と
。
佐
藤
区
長

は
、「
10
年
後
、
20
年
後
、
我
々

の
世
代
が
い
な
く
な
っ
た
ら
こ
の

大
内
宿
を
維
持
で
き
て
い
る
だ
ろ

う
か
」
と
言
い
な
が
ら
も
、「
そ

れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
る
。
こ
こ
で
の

暮
ら
し
を
若
い
世
代
に
強
い
る
こ

　埼玉県出身の諸岡さんは、大内区出身の母・久美子さんとともに茶
房やまだ屋を経営しています。「大内はさまざまな活動を住民の人数
で解決してきた。今はそれができなくなっている。屋根葺きを法人化
するなど、変えるべきものもあるのでは」と話します。
　これまでのように血縁関係だけで大内宿を維持するには限界がある
と考えており、「村全体の資金、体力にも限界はある。交渉力のある今
のうちに住民憲章の『売らない・貸さない』の２つを緩和し、大内にルー
ツをもたない人も住めるようにしてはどうか」と提案します。
　大内宿で生まれ育っていないからこそ客観視している諸岡さん。「こ
こは医療や教育、交通インフラが脆弱。出ていく人も、仕事のために
外から通う人もいる。それはその人の人生設計。口出しはできない」
と言います。
　「ここには都会にあるものがない。でもそれが大内宿の本質。その
大内を残すためには、割り切ることも必要」と主張します。「冷たい
と言われるかもしれない。でもそのくらいの柔軟性と覚悟がないと、
この村は残せない」と現状を厳しく捉えていました。

◆
鈴
木
澄
夫
会
長

　
「
大
内
宿
の
保
存
は
、
相
沢
韶

男
先
生
な
し
で
は
語
れ
な
い
」
と

い
う
鈴
木
会
長
。「
あ
の
頃
は
よ

く
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今

は
感
謝
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
」
と
話
し
ま
す
。

　

当
時
は
ど
の
家
庭
で
も
近
代
的

な
家
に
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
保
存
活
動
へ
の
反
発
も
あ
っ

た
と
振
り
返
り
ま
す
が
、「
大
内

宿
は
先
祖
代
々
受
け
継
い
だ
財

産
。
そ
こ
で
生
活
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
我
々
は
、
次
の
世
代
に
継

承
す
べ
き
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

農
地
も
重
要
な
要
素
と
捉
え
て

い
る
鈴
木
会
長
。
現
在
、
荒
廃
し

と
は
で
き
な
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

大
内
区
に
は
他
の
集
落
に
な
い

多
く
の
団
体
活
動
が
あ
り
ま
す
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
負
担
が
大
き

い
。
そ
う
い
っ
た
活
動
が
嫌
で
出

て
い
く
住
民
も
い
る
だ
ろ
う
」
と

話
す
区
長
。
今
後
は
団
体
活
動
を

ス
リ
ム
化
さ
せ
、
負
担
を
軽
減
さ

せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年

の
雪
ま
つ
り
も
イ
ベ
ン
ト
内
容
を

減
ら
し
、
運
営
に
関
わ
る
区
民
の

負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
区
長
は
、「
大
内
宿
の
魅

力
は
茅
葺
き
屋
根
の
整
然
と
し
た

家
並
み
、
土
の
道
、
水
路
。
こ
れ

か
ら
は
周
辺
の
農
地
も
整
備
し
た

い
。
そ
の
大
前
提
で
あ
る
こ
こ
で

の
暮
ら
し
を
維
持
す
る
た
め
、
守

る
べ
き
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の

を
区
別
、
整
理
す
べ
き
と
き
が
き

た
。
変
え
ら
れ
る
も
の
は
変
え
て

い
く
」
と
覚
悟
を
口
に
し
ま
し
た
。

た
農
地
を
元
に
戻
す
活
動
を
し
て

い
る
お
店
も
あ
り
、「
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
。
荒
れ
た
田
ん
ぼ

を
戻
し
て
く
れ
た
」
と
そ
の
活
動

を
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
住
民
憲
章
の
３
原
則

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
ま
で
守
る

こ
と
が
で
き
た
。
空
き
家
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
か
ら
所
有
者
の
意
向

も
し
っ
か
り
確
認
し
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
事
」
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆
佐
藤
義
孝
副
会
長

　
「
住
民
憲
章
は
外
部
資
本
か
ら

村
を
守
る
箍た

が
の
よ
う
な
も
の
」
と

表
現
す
る
佐
藤
副
会
長
。「
簡
単

に
変
え
て
は
い
け
な
い
が
、
空
き

家
が
出
て
く
る
こ
と
も
事
実
。
そ

の
場
合
は
当
事
者
と
区
、保
存
会
、

町
等
で
慎
重
に
話
し
合
い
、
最
善

策
を
導
き
出
す
必
要
が
あ
る
。
皆

で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
問
題
解
決

で
き
れ
ば
」
と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
貴
重
な
景
観
を
残

せ
た
の
は
常
に
住
民
の
目
が
あ
っ

た
か
ら
と
考
え
て
お
り
、「
こ
こ

で
暮
ら
す
住
民
が
い
た
か
ら
有
事

に
迅
速
に
対
応
し
、
集
落
を
守
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
、
住
み
続
け

る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
大
内
宿
の
景
観
は

先
人
か
ら
の
借
り
物
。
次
の
世
代

へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
一
人
一
人

が
保
存
の
趣
旨
を
理
解
し
、
壊
す

こ
と
な
く
後
世
に
つ
な
ぎ
た
い
」

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
村
は
、
昔
は
農
業
や
林

業
を
兼
ね
な
が
ら
心
静
か
に
生
活

し
て
い
た
。
今
は
観
光
業
が
中
心

に
な
り
生
活
形
態
が
大
き
く
変

わ
っ
た
が
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て

昔
を
思
い
出
す
こ
と
も
大
切
な
こ

と
だ
と
思
う
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
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大内宿には、ここで暮らす人がいます。
未来を見据えながら大内宿で生きる想いを伺いました。

◆
保
存
の
ル
ー
ル

　

集
落
の
端
で
カ
フ
ェ
を
経
営
し

て
い
る
佐
藤
華
那
さ
ん
。
当
初
は

集
客
を
重
視
し
、
大
内
宿
の
保
存

の
こ
と
は
父
・
節
雄
さ
ん
に
任
せ

き
り
だ
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
町
の
文
化
財
担

当
者
と
関
わ
る
う
ち
に
「
文
化
財

と
し
て
の
大
内
宿
の
重
要
性
」
に

気
付
か
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。
そ

し
て
、「
大
内
宿
は
押
し
寄
せ
る

観
光
客
の
波
の
中
で
、
文
化
財
の

ル
ー
ル
を
守
れ
て
い
な
い
部
分
も

あ
る
の
で
は
」
と
危
機
感
を
募
ら

せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
は
他
に
も
あ
る
。
ル
ー
ル
を

守
れ
な
い
地
区
に
は
、
保
存
に
必

要
な
補
助
金
も
交
付
さ
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
」

と
、
焦
り
を
口
に
し
ま
す
。

　
◆
里
山
の
景
観
を
甦
ら
せ
る

　

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
て

い
た
と
き
、「
土
台
と
し
て
の
大

内
宿
」
に
つ
い
て
考
え
た
華
那
さ

ん
。
土
台
と
は
土
地
の
こ
と
。

　

大
内
宿
の
調
査
に
携
わ
っ
た
研

大内宿で生きること私
の
役
割
は

　
　
　

種
を
ま
く
こ
と

究
者
か
ら
「
こ
の
土
地
に
里
山
が

あ
る
こ
と
が
、
大
内
宿
が
作
ら
れ

た
村
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
」
と
教
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
か
ら「
人
は
土
地
と
つ
な
が
っ

て
生
き
て
き
た
。
大
内
は
人
の
暮

ら
し
と
里
山
が
あ
る
か
ら
保
存
地

区
に
選
定
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
内
宿
が
文
化
財
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
、
集
落
を
包
む
里
山

の
景
観
維
持
が
不
可
欠
と
考
え
た

華
那
さ
ん
。
田
ん
ぼ
が
広
が
る
里

山
の
景
観
を
甦
ら
せ
よ
う
と
、
令

和
元
年
か
ら
会
津
若
松
市
の
農
業

法
人
の
協
力
を
得
な
が
ら
稲
作
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

収
穫
で
き
た
お
米
は
そ
の
ま
ま

販
売
し
た
り
、
米
粉
に
し
て
お
菓

子
に
使
い
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
購
入
者
に
も
景
観
保
全
に
協

力
し
て
も
ら
う
形
に
な
り
ま
す
。

　
「
こ
れ
は
お
客
さ
ん
を
交
え
た

結
。
景
観
保
全
に
協
力
し
て
い
る

と
知
る
こ
と
で
、
お
客
さ
ん
の
観

光
へ
の
付
加
価
値
に
つ
な
が
る
」

と
話
し
ま
す
。

　

集
落
内
で
こ
の
活
動
に
賛
同
す

る
お
店
も
少
し
ず
つ
増
え
、
今
で

は
遠
方
か
ら
お
米
を
買
い
に
来
る

観
光
客
も
い
る
そ
う
で
す
。

◆
保
存
す
べ
き
も
の
を
生
業
に

　

大
内
宿
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
た

め
に
何
が
必
要
と
考
え
る
か
伺
う

と
、「
農
業
法
人
、
大
内
宿
独
自

の
風
習
を
解
説
し
て
く
れ
る
ガ
イ

ド
」
と
答
え
、
さ
ら
に
「
村
の
人

口
が
減
り
、
い
つ
か
結
が
維
持
で

き
な
く
な
っ
て
も
継
続
で
き
る
よ

う
、
屋
根
葺
き
の
法
人
化
を
願
っ

て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
屋
根
葺
き
も
農
業
も
村
独
自

の
風
習
も
、
観
光
の
た
め
に
保
存

す
る
の
で
は
な
く
、
保
存
の
た
め

に
観
光
を
利
用
し
た
い
。
残
さ
な

く
て
は
い
け
な
い
も
の
を
稼
げ
る

生
業
と
す
る
こ
と
で
、
安
定
的
に

残
せ
た
ら
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
屋
根
葺
き
に
関
し
て

私
は
ま
っ
た
く
の
素
人
。
男
性
た

ち
が
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
。
そ

れ
以
外
で
自
分
に
で
き
る
こ
と
と

し
て
、
里
山
再
生
の
た
め
に
動
き

だ
し
た
。
今
は
そ
の
種
ま
き
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
」
と
話
し
ま
す
。

◆
人
が
暮
ら
す
文
化
財

　

華
那
さ
ん
は
、
大
内
宿
の
魅
力

を
「
人
が
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
」

と
言
い
ま
す
。

　

大
内
宿
で
の
生
活
に
は
負
担
も

不
安
も
あ
る
と
言
い
つ
つ
、「
そ

◆
実
働
部
隊
と
し
て

　

大
内
青
年
会
の
会
長
で
あ
り
、

茅
葺
技
術
伝
承
会
の
会
長
も
務
め

る
佐
藤
高
光
さ
ん
。
青
年
会
は
行

政
区
の
下
部
組
織
で
、
大
内
区
の

住
民
や
出
身
者
が
加
入
。
集
落
の

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
お
け
る
実
働

部
隊
に
な
り
ま
す
。

　

活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、
７
月

の
半
夏
祭
り
や
小
野
岳
登
山
道
の

整
備
、
８
月
は
区
の
盆
踊
り
を
主

催
し
、
２
月
は
雪
ま
つ
り
の
運
営

補
助
。
そ
の
他
に
も
茅
刈
り
と
運

仕
事
は
、

　
　

大こ

こ
内
宿
に
住
む
こ
と搬

、
集
落
周
辺
の
草
刈
り
な
ど
、

毎
月
多
く
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
に
つ
い
て
「
抵

抗
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
大

内
に
は
同
じ
年
代
の
人
が
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
仕
事
が
あ
る
中
、
皆
が

参
加
し
て
い
る
。
皆
が
い
る
か
ら

参
加
で
き
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

◆
屋
根
葺
き

　

大
内
区
に
も
昔
は
屋
根
葺
き
に

特
化
し
た
職
人
（
茅
手
）
が
多
く

い
た
そ
う
で
す
が
、
今
は
少
な
く

な
っ
た
と
の
こ
と
。
村
の
屋
根
葺

き
の
際
は
「
結
」
と
し
て
、
近
隣

住
民
が
協
力
し
合
い
ま
す
。

　

そ
の
葺
き
替
え
技
術
の
継
承
の

た
め
、
伝
承
会
と
い
う
団
体
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
会
で
技
術
を
習

得
し
た
若
い
世
代
も
屋
根
葺
き
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
屋
根
葺
き
は
楽
し
い
よ
」
と

話
す
高
光
さ
ん
。
基
本
的
な
こ
と

は
決
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
で
自
分
な
り

に
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

屋
根
の
角
や
面
な
ど
部
位
で
使
う

茅
を
変
え
、
表
面
を
整
え
る
の
も

人
の
手
作
業
。
だ
か
ら
人
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
違
う
。
そ
こ
が
楽
し

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
次
の
世
代
に
つ
な
ぐ
た
め
に

　

人
口
が
減
り
、
空
き
家
も
跡
継

ぎ
問
題
も
あ
る
今
、
こ
の
ま
ま
で

は
集
落
も
組
織
も
成
り
立
ち
ま

せ
ん
。「
住
民
憲
章
を
緩
和
し
て
、

住
ん
で
も
ら
え
る
人
を
探
す
こ
と

も
検
討
し
て
い
か
な
い
と
」
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
他
の
人
が
入
る
と
い
う
の
は
、

悪
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
村

だ
っ
て
昔
は
外
部
の
人
が
入
っ
て

い
た
は
ず
。
で
き
れ
ば
村
の
こ
と

大内青年会長／茅葺技術伝承会長
味処みなとや代表

佐
さとう
藤　高

たかみつ
光さん

分家玉や

佐
さとう
藤　華

か な
那さん

を
理
解
し
、
村
の
活
動
に
参
加
し

て
く
れ
る
よ
う
な
人
に
来
て
も
ら

え
た
ら
」
と
言
い
ま
す
。

　
◆
大
内
宿
の
魅
力
と
は

　

大
内
宿
の
魅
力
を
伺
う
と
、「
村

の
皆
に
守
ら
れ
な
が
ら
、
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
こ
と
」
と
話

す
高
光
さ
ん
。「
昔
は
当
た
り
前

だ
っ
た
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い

る
今
、
大
内
は
小
さ
い
村
だ
か
ら

こ
そ
全
員
顔
見
知
り
で
、
地
域
の

皆
に
子
ど
も
を
育
て
て
も
ら
っ
て

い
る
。
そ
れ
は
こ
の
村
だ
か
ら
こ

そ
の
魅
力
」
と
話
し
ま
す
。

◆
こ
こ
に
住
む
こ
と

　
「
自
分
の
仕
事
は
何
だ
ろ
う
？

と
考
え
た
と
き
、
こ
こ
に
住
む
こ

と
が
仕
事
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
う
高
光
さ
ん
。「
そ
の

た
め
に
働
い
て
青
年
会
や
屋
根
葺

き
に
参
加
す
る
。
き
っ
と
皆
も
同

じ
想
い
」
と
言
い
ま
す
。

「
大
内
は
『
住
み
た
い
』
と
思
っ

て
住
め
る
と
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。
で

も
自
分
は
こ
こ
に
い
る
。
こ
こ
に

生
ま
れ
た
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の

か
な
、
と
思
う
。
だ
か
ら
こ
こ
を

守
る
た
め
に
生
き
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

れ
ば
か
り
で
は
子
ど
も
た
ち
は

戻
っ
て
こ
な
い
。
楽
し
く
暮
ら
す

姿
を
見
せ
て
不
安
を
軽
減
で
き
れ

ば
。
今
は
楽
し
く
暮
ら
そ
う
と
も

が
い
て
い
る
と
こ
ろ
」
と
笑
顔
で

答
え
ま
す
。

　

今
も
こ
こ
に
人
が
暮
ら
し
て
い

る
の
は
、
山
と
田
畑
か
ら
食
べ
物

を
得
て
暮
ら
し
て
き
た
人
や
、
こ

の
集
落
を
守
ろ
う
と
し
て
き
た
人

が
い
た
か
ら
。「
わ
た
し
は
大
内

宿
に
い
る
か
ら
光
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
こ
に
暮
ら
す
こ
と
で
、
先

人
が
守
っ
て
き
た
も
の
、
土
地
に

根
付
い
た
も
の
を
大
切
に
磨
い
て

い
き
た
い
」
と
、
過
去
と
未
来
を

見
据
え
て
い
ま
す
。

▲田んぼが蘇った景観

【特集】大内宿
その保存と継承を考える

広報しもごう　令和５年（2023 年） ３月号11 10広報しもごう　令和５年（2023 年） ３月号



大
内
宿
の
最
大
の
特
徴
は
、
今
も
人
が
暮
ら

す
「
生
き
た
文
化
財
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

だ
か
ら
こ
そ
保
存
と
活
用
の
狭
間
で
苦
悩

し
、
と
き
に
は
住
民
同
士
で
ぶ
つ
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を

受
け
て
か
ら
、
今
年
で
42
年
目
。
経
済
成
長

に
取
り
残
さ
れ
、
劣
等
感
の
象
徴
だ
っ
た
茅

葺
き
屋
根
の
家
並
み
は
、
今
で
は
文
化
と
誇

り
の
象
徴
に
な
り
、
福
島
県
や
東
北
を
代
表

す
る
観
光
地
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
に
は
、

文
化
財
と
し
て
保
存
し
受
け
継
い
で
い
く
こ

と
が
大
前
提
で
す
。

今
、
大
内
宿
は
保
存
と
継
承
の
問
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

「
観
光
」
と
は
、「
光
を
観
る
」
こ
と
。

大
内
宿
は
多
く
の
人
が
訪
れ
る
「
光
」
で
あ

り
、
そ
の
大
内
宿
も
、
た
く
さ
ん
の
「
光
」

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

雪まつり期間の大内宿。
夜になると、雪灯籠の光が家並みを優しく照らしていました

茅
葺
き
屋
根
の
家
並
み
、
集
落
を
包
む
里
山
、

さ
ま
ざ
ま
な
風
習
―
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
よ

う
と
奮
闘
す
る
人
々
も
ま
た
、
大
内
宿
を
構

成
す
る
大
切
な
「
光
」
で
す
。

町
の
光
は
、
大
内
宿
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
次
の
世
代
へ
つ
な
ぎ
た

い
も
の
は
何
で
す
か
。

こ
の
町
に
は
、
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

き
っ
と
そ
れ
が
、
こ
の
町
の
「
光
」
で
す
。

そ
の
「
光
」
に
は
、
携
わ
っ
て
き
た
人
々
の

想
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
観
る
た
め
だ
け

に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

過
疎
と
高
齢
化
が
進
む
今
、
地
域
の
文
化
や

伝
統
の
行
く
末
を
、
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

地
域
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

た
く
さ
ん
の
光
が
あ
る
は
ず
で
す
。

【
特
集
「
大
内
宿　

そ
の
保
存
と
継
承
を
考
え
る
」
終
】
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町からのお知らせ

月
か
ら
４
月
は
転
入
・
転
出

や
証
明
書
の
請
求
な
ど
が
増

え
る
時
期
で
す
。
皆
さ
ま
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
目
的
に
、
左
記
の
と
お

り
窓
口
業
務
の
延
長
を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交

付
、
更
新
希
望
の
方
は
、
事
前
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

３

サービス向上のため。◆戸籍保険係　☎0241-69-1133 

◆対象となる業務
①転入・転居・転出届
②戸籍・住民票・印鑑証明等の交付事務
③戸籍届出
④マイナンバーに関すること
⑤国民健康保険、後期高齢者医療制度、

国民年金の加入・離脱等の業務
⑥税関係証明書の交付事務

◆延長実施日および開庁時間
令和５年３月 26 日（日） ９時～ 14 時

３月 30 日（木） 19 時まで
４月   2 日（日） ９時～ 14 時

◆注意
　窓口業務の延長は「本庁のみ」となり

ます。ご了承ください。

窓
口
業
務
の
延
長

▲報告のため来庁した渡部区長（左端）ら

倉区を表彰、全国推薦
令和４年度豊かなむらづくり顕彰

のたび、倉区が令和４年度豊かなむらづく
り顕彰を受賞しました。

　県、福島民友新聞社主催。魅力ある農山漁村づ
くりや農業振興で顕著な功績のあった団体をたた
えるもので、倉区は「むらづくり部門」での受賞
となります。表彰式は１月30日、杉妻会館（福島市）
において開催されました。
　倉区は、休耕地の増加や高齢化などにより地域
力の低下が懸念される中、平成 26年、ほ場整備
をきっかけに「倉村ふるさと保存会」を設立。「人々
の心を耕し、結の精神を育む村づくり」をキャッ
チフレーズに掲げ、区の活性化のためにさまざま
な活動を実施してきました。
　区内の農地では、水稲を中心に多品目生産を実
施している他、区民が協力して鳥獣被害防止のた
めのワイヤーメッシュ柵などを設置。円蔵堰ウォー
クや芸術祭、収穫祭なども開催し、農業と文化の
面から地域づくりに取り組んでいます。

こ 　なお、地域づくりの要となっている倉村ふるさ
と保存会は、令和３年度福島県多面的機能支払優
良活動組織表彰において知事賞を受賞していま
す。
　１月31日、受賞報告のため渡部辰雄区長らが
来庁。渡部区長は「ほ場整備以降、区民一丸となっ
て地域づくりに取り組んできた。限界集落をつく
らないという想いで、芸術祭や収穫祭、円蔵堰
ウォークなどを推し進めてきた。引き続き、区民
の皆さんの力をいただきながら進めていきたい」
と話しました。
　報告を受けた星學町長は、「おめでとうございま
す。農業と文化の両方で、これからもむらづくり
に取り組んでいただきたい」と話しました。
　今回の顕彰には県内６団体が選ばれましたが、
その中でも倉区は地域一丸となって活動に取り組
んでいる点などが評価され、全国表彰に推薦され
ることとなりました。

皆
火災警報器の設置

◆生活安全係　☎0241-69-1133

住宅火災～命を守るポイント～
◆対策
①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
②寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、

防炎品を使用する。
③火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を

使用する。
④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所

の協力体制をつくる。

◆習慣
①寝たばこは、絶対にやめる。
②ストーブは燃えやすいものから離れた位置で使用す

る。
③ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

さんのご自宅に、火災警
報器は取り付けられてい

ますか。住宅用火災警報器は、
消防法により設置が義務づけら
れています。未設置の場合は、
早急に取り付けをお願いします。

逃げ遅れを防ぐ。
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の
た
び
、渡
部
栄
さ
ん
（
枝

松
）
が
令
和
４
年
度
公
益

財
団
法
人
福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会

表
彰
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

渡
部
さ
ん
は
、
平
成
24
年
度
か

ら
令
和
３
年
度
ま
で
町
体
育
協
会

の
副
会
長
、
会
長
を
務
め
た
他
、

平
成
30
年
度
か
ら
南
会
津
地
域
連

合
会
の
副
会
長
も
４
年
間
務
め
、

町
だ
け
で
な
く
郡
内
の
ス
ポ
ー
ツ

活
動
に
尽
力
し
ま
し
た
。

▶
表
彰
さ
れ
た
渡
部
さ
ん

こ

１月
17 日
18 日

19 日
22 日
23 日
25 日

27 日

31 日
２月
１日
６日

７日

９日
10 日

15 日

会津交通㈱来庁
会津乗合自動車㈱来庁／南会津建設事務所
要望
町内郵便局長来庁／会津電力㈱来庁
町文化財防火訓練
除雪激励式
南会津地方環境衛生組合査定／南会津地方
広域市町村圏組合管理者会
南会津地方の地域医療に関する要望／ＪＡ
会津よつばみなみ地区畜産部会総会
倉区豊かなむらづくり顕彰事業表彰報告

南会津地方振興局意見交換会
南郷トマト生産組合 60 周年記念大会およ
び祝賀会
南会津地方広域市町村圏組合管理者会／県
土地改良事業団体連合会南会津支部総会／
南会津地方町村会総会／衛生組合管理者会
南会津農林事務所意見交換会
国道 118 号道路改良促進期成同盟会および県
道高陦田島線改修促進期成同盟会要望活動
南会津地方の地域医療に関する要望

 星町長   　 No.113動動
静静

渡
部
さ
ん
に
功
労
賞

（
公
財
）
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰

人権理解の取組を称える
下郷中に法務省より感謝状

第

YouTube デビュー！
しもごろーが雪まつりをＰＲ

▲雪まつり紹介後、パーソナリティの増山このみさん（左）らと

過去の放送はこちらから▶

栃 木県那須町のローカルインターネット
ラジオ「だっぱラジオ」にて、しもご

ろーが大内宿雪まつりをＰＲしました。初の
YouTube 出演となります。
　那須町の地域おこし協力隊員だった木下愛貴
さんが始め、過去には平山幸宏町長も登場した
こともあるという「だっぱラジオ」。今回は１
月 30 日にライブ配信されました。
各回の放送は YouTube チャンネ
ルにて視聴できます。

41回全国中学生人権作文コンテストにおい
て、学校をあげて取り組んだ下郷中学校に法

務省より感謝状が贈られました（会津で一校のみ）。
　同コンテストは人権尊重への理解を深めるために
実施され、同校からは 42作品の応募と全校生徒の
半数近くが参加し、人権意識を高めました。
　贈呈式は２月16日に同校で行われ、人権擁護委
員の室井徹弥さん（倉村）と佐藤守孝さん（沢入）
から、我妻雄比古校長に感謝状が手渡されました。

　

１
月
26
日
に
報
告
の
た
め
来

庁
し
た
渡
部
さ
ん
は
、「
会
長
任

期
中
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
と

な
っ
た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
。
大

内
区
で
の
聖
火
リ
レ
ー
、
中
山
区

で
の
採
火
式
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
と
て
も
光
栄
。
良
い
経

験
に
な
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
、

多
く
の
事
業
に
携
わ
っ
た
。
今
後

も
体
の
続
く
限
り
協
力
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲センサーライトを手渡す大竹さん（右）

▲左から室井委員、我妻校長、佐藤委員

令 和２年度町成人式実行委員会より、防犯センサー
ライト10台が町内小中学校へ寄贈されました。

　２月９日、実行委員長の大竹竜矢さん（板萩）が来庁し、
「町内の学校で活用してください」と湯田嘉朗教育長へ寄
贈品を手渡しました。
　湯田教育長は「子どもたちの安全のためにご協力いた
だきありがとうございます。大切に使わせていただきま
す」と感謝を述べました。
　寄贈されたセンサーライトは、町教育委員会を通じて
各学校へ配布されました。

小中学校にライト寄贈
成人式実行委員会より

▲今回の放送を担当した小沼くんと渡部さん

　３月１日から始まる「全国火災予防運動」
に合わせ、楢原小学校５年の小沼蒼

そ う や
弥くん

（弥五島）と渡部明
あ ゆ か

優花さん（楢原）が、町
防災無線で火災予防を呼びかけました。
　渡部さんのアナウンスは３月４日 19：20
の予定で、小沼くんのアナウンスは２月 28
日に放送されました。

町民課生活安全係　☎ 0241-69-1133

楢原小学校放送当番放送当番２月、３月の
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町の話題

町町
のの
話
題
話
題◀

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
大
黒
舞

▶
取
材
を
受
け
る
芳
賀
さ
ん

県
政
広
報
テ
レ
ビ
番
組
「
キ

ビ
タ
ン
Ｇ
Ｏ
！
」
で
、
沼

尾
区
の
支
え
合
い
活
動
が
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
、「
健
康
寿
命
を
の

ば
そ
う
！
地
域
で
の
取
組
は
フ
レ

イ
ル
予
防
に
な
り
ま
す
」
と
題
し

て
、
見
守
り
活
動
や
運
動
教
室
の

様
子
、
区
民
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

沼
尾
区
の
活
動
の
様
子
は
、
２

月
22
日
に
福
島
テ
レ
ビ
で
放
送
さ

れ
た
ほ
か
、
県
公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。

昔話と大黒舞を披露

県政広報で沼尾区紹介

第 3 回下郷町の昔話を聞く会

県政広報番組キビタンＧＯ

▶
会
場
を
沸
か
せ
な
が
ら
語
る
児
山
さ
ん

◀
優
勝
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

第

２

３
回
下
郷
町
の
昔
話
を
聞

く
会
は
２
月
19
日
、
下
郷

町
物
産
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
郷
町
昔
話
の
会
主
催
。
町
内

外
か
ら
約
60
名
が
来
場
し
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
と
し
て
佐
藤
勇
平
さ
ん

（
大
松
川
）
に
よ
る
大
黒
舞
が
披

露
さ
れ
る
と
、
会
場
は
手
拍
子
と

笑
い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

月
17
日
、
町
民
体
育
館

に
お
い
て
高
齢
者
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
主
催
、
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協

会
の
共
催
。高
齢
者
の
健
康
増
進
、

生
き
が
い
と
活
力
あ
る
生
活
の
構

築
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
15
名
が
参
加
し
、

３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
競
技
を
行

い
ま
し
た
。

◆
優
勝
チ
ー
ム
：
星
周
平
さ
ん
（
水

門
）、
佐
藤
ト
ミ
子
さ
ん
（
〃
）、
佐

藤
直
美
さ
ん
（
中
妻
）、
渡
部
利
政
さ

ん
（
倉
村
）、渡
部
ヤ
ス
子
さ
ん
（
〃
）

生きがいと健康づくり
高齢者ゲートボール大会

消防署便り
南会津広域消防署下郷出張所
T E L 0241－67－3015
安心・安全のために住宅用火災警報器を設置しましょう。

No.136

和５年３月１日（水）から３月７日（火）は、
「春季全国火災予防運動」期間です。

　今回は火災から身を守るため、火災の主な出火
原因と防ぐポイントを紹介します。

令

３月１日から３月７日

春季全国火災予防運動

こんにちは !!こんにちは !! 駐在所駐在所ですです
楢　原楢　原 ☎ 67-2325 ☎ 67-2325　湯野上　湯野上  ☎ 68-2259☎ 68-2259

学、進級の時期は、子どもたちの生活・
交友環境が大きく変化する時期です。保

護者の皆さんは子どもたちと積極的に関わり、
些細な変化も見逃さないようにしましょう！

進

進学、進級の季節
子どもに目を向けましょう

◆こんな変化はありませんか？
・言葉遣い、態度が悪くなった
・学校などを休みがちになった
・交友関係が悪化し、夜遅くまで帰ってこない

などなど…

【対応策】
・異変を感じたら子どもと接する時間を増や

し、話を聞いてあげましょう。
・家庭で話し合いの場をつくり、スマートフォ

ンなどは誤った使い方にならないよう注意し
ましょう。

◆タバコ火災
　布などに落ちた火源は、燃えていないように見
えてもしばらく燃焼を続けています。気づいた時
には避難できず命を落とす危険も…。

【防ぐポイント】
・寝たばこは絶対にしない。
・吸殻を灰皿やごみ箱にためない。
・喫煙場所を設け、決まった場所で吸う。

☆住宅用火災警報器で早期発見！
　住宅用火災警報器は火災の煙や熱を感知し、
音声や警報音で火災の発生を知らせ、住宅火
災の早期発見、被害の軽減に役立っています。

◆大丈夫？スマートフォンの使い方
　進学に合わせて、スマートフォンをもつよ
うになる子どもも多いことでしょう。スマート
フォンは便利な反面、使い方によっては犯罪の
被害者・加害者になってしまう恐れがあります。
正しく使用し、楽しい新生活を送りましょう。

【使う上での注意】
・インターネットやＳＮ

Ｓを利用する際は、個
人情報や裸の写真など
を投稿しない。

・オンラインで知り合っ
た人に会いに行かない。

・他者の悪口を書き込ん
だり、仲間外れにした
りしない。

　

そ
の
後
、
星
新
栄
さ
ん
（
桃
曽

根
）
に
よ
る
紙
芝
居
、
児
山
千
代

江
さ
ん
（
〃
）
ら
が
語
る
昔
話
に

耳
を
傾
け
ま
し
た
。
佐
藤
か
よ
子

会
長
（
水
門
）
は
活
動
の
趣
旨
な

ど
を
説
明
し
、「
一
緒
に
活
動
し

て
く
れ
る
仲
間
を
募
集
中
で
す
」

と
来
場
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
回
は
下
郷
町
観
光
公
社
が
後

援
し
て
お
り
、
終
了
後
に
町
物
産

館
か
ら
来
場
者
へ
焼
菓
子
な
ど
が

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

◆ストーブ火災
　ストーブの上で干した洗濯物が落
下したり、周囲に置かれていた可燃
物が接触するなどして発生します。

【防ぐポイント】
・周囲に燃えやすい物を置かない。
・ストーブの近くで洗濯物を乾かさない。

◆コンロ火災
　コンロ使用中であることを忘れて寝てしまう、
外出等により出火する事案が多くみられます。ま
た、調理中のコンロの火が着衣に燃え移る火災も
発生しています。

【防ぐポイント】
・調理中にコンロから離れない。
・コンロの上や奥にあるものを取るときは火を消す。

一瞬の油断が火災につながります！
火の取り扱いには十分注意しましょう！

広報しもごう　令和５年（2023 年） ３月号19 18広報しもごう　令和５年（2023 年） ３月号



活
動
の
振
り
返
り
と
抱
負

　

令
和
４
年
度
は
、
よ
う
や
く
よ

う
や
く
活
用
で
き
る
空
き
家
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在

も
続
い
て
い
ま
す
が
、
町
内
外
の

多
く
の
方
に
お
手
伝
い
い
た
だ

き
、
少
し
ず
つ
交
流
の
場
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
同
時
に
始
ま
っ
た
の
が

炭
窯
づ
く
り
。
こ
ち
ら
の
炭
窯
づ

く
り
に
も
多
く
の
方
に
お
手
伝
い

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
で
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
月
11
日
に
は
炭
窯

お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
炭

ま
つ
り
」
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は

こ
の
炭
窯
か
ら
作
ら
れ
た
炭
を

使
っ
た
も
の
で
、
こ
の
時
期
ら
し

く
お
餅
を
七
輪
で
焼
い
て
い
た
だ

い
た
り
、
炭
で
マ
ス
ク
を
染
め
て

い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
炭
で
焼
く

お
餅
は
美
味
し
い
」
と
い
う
感
想

を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
は

り
ト
ー
ス
タ
ー
で
焼
く
の
と
は
味

が
違
う
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
炭
染

体
験
も
好
評
だ
っ
た
の
で
、
ま
た

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
開
催
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
学
校
運
営
協
議

会
、商
品
開
発
、福
島
放
送
「
シ
ェ

ア
」
県
民
リ
ポ
ー
タ
ー
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
作
成
、
講
師
依
頼
な
ど
な

ど
、
ご
依
頼
が
あ
っ
た
も
の
を
こ

な
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

ど
れ
も
楽
し
く
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
、
前
年
度
以
前
か
ら

進
め
て
い
る
フ
ッ
ト
パ
ス
、
木
工

品
製
作
、
ヨ
ガ
教
室
、
大
学
生
と

の
交
流
、広
報
活
動
な
ど
も
あ
り
、

よ
く
周
囲
の
方
か
ら
体
調
の
心
配

を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
今

年
度
は
体
調
を
崩
す
日
が
多
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
少
し
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め

な
が
ら
業
務
を
行
え
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ご
連
絡
い

た
だ
い
た
中
で
参
加
で
き
る
も
の

は
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
い
つ
で
も
お
声
が
け
く

だ
さ
い
ね
。

読
書

　

皆
さ
ん
は
本
、
読
み
ま
す
か
？

私
は
好
き
で
読
み
ま
す
。
ジ
ャ
ン

ル
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
最
近
は

自
分
の
知
識
で
足
り
な
か
っ
た
部

分
で
あ
る
西
洋
哲
学
の
本
を
読
ん

で
い
ま
す
。

　

読
ん
だ
後
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
本

の
シ
ェ
ア
会
を
行
っ
た
り
し
て
い

る
の
で
す
が
、
人
に
よ
っ
て
読
み

方
、
捉
え
方
が
違
っ
て
い
て
本
当

に
楽
し
い
も
の
で
す
。
自
分
に
無

い
知
識
を
得
た
り
、
違
っ
た
考
え

に
触
れ
る
こ
と
で
、
世
界
が
ま
た

広
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
小

説
で
も
そ
う
、
漫
画
で
も
絵
本
で

も
。

　

現
在
改
修
し
て
い
る
家
に
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
を
置
い
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
完
成
し
た

ら
気
軽
に
本
を
読
み
に
来
て
く
だ

さ
い
ね
。

　

考
え
方
、
捉
え
方
は
皆
さ
ん

違
っ
て
い
て
良
い
ん
で
す
！
「
自

分
の
好
き
」
を
突
き
詰
め
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。

　

た
だ
、
否
定
し
た
り
決
め
つ
け

た
り
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。「
お

か
し
い
な
」「
変
だ
な
」
と
思
っ

た
ら
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ

て
い
る
の
か
を
素
直
に
相
手
に
聞

い
て
み
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
自
分

の
想
像
で
き
な
か
っ
た
世
界
が
見

え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

令和４年度　地域おこし協力隊活動報告

令
和
４
年
度

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

森も
り
た田　

愛あ
い
り理　

隊
員

活
動
内
容
：
空
き
家
の
活
用
、
関
係
人
口
増
加
、

商
品
開
発
な
ど

今年度の活動の様子、作成したパンフレットなど
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

本
年
度
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
昨
年
７
月
か
ら
の
任
期

で
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
あ

た
た
か
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
お

か
げ
で
楽
し
く
活
動
で
き
て
い
ま

す
。

　

来
年
度
も
下
郷
町
の
こ
と
、
鳥

獣
対
策
に
つ
い
て
考
え
な
が
ら
活

動
し
て
い
き
ま
す
。
皆
様
に
も
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
の
振
り
返
り

　

私
の
主
な
活
動
は
有
害
鳥
獣
対

策
で
す
。
し
か
し
、
７
月
１
日
時

点
で
は
狩
猟
免
許
も
な
く
、
狩
猟

の
「
狩
」
の
字
も
な
い
状
態
で
し

た
。

　

そ
こ
か
ら
福
島
県
の
狩
猟
セ
ミ

ナ
ー
、
そ
の
他
講
習
に
参
加
し
狩

猟
免
許
取
得
を
目
指
し
勉
強
を
重

ね
、
無
事
す
べ
て
の
試
験
に
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
は
、
狩
猟
に
関
す
る

質
問
に
優
し
く
答
え
て
く
れ
た

猟
友
会
の
方
々
や
、「
広
報
し
も

ご
う
読
ん
だ
よ
！
試
験
頑
張
っ

て
！
」
な
ど
と
応
援
し
て
く
れ
た

方
々
の
お
か
げ
で
す
。

　
「
大
げ
さ
だ
よ
」
と
思
う
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
試
験

の
た
め
に
時
間
を
与
え
て
も
ら

い
、
補
助
金
も
使
用
し
、
と
て
も

い
い
環
境
に
い
る
の
に
、「
試
験

に
落
ち
た
ら
ま
ず
い
」
と
い
う
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
と
き
に
声
を
か
け
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
改
め
て
「
頑
張
る

ぞ
！
」
と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

９
月
か
ら
始
ま
っ
た
狩
猟
に
関

す
る
免
許
取
得
・
許
可
等
の
手
続

き
は
、
12
月
下
旬
に
全
て
終
了
し

ま
し
た
。
現
在
は
猟
銃
を
担
い
で

町
内
の
山
で
狩
猟
を
し
て
い
ま

す
。
下
郷
町
の
鳥
獣
被
害
減
少
に

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

狩
猟
の
成
果
報
告

　

今
年
度
の
猟
銃
に
よ
る
狩
猟
の

成
果
は
、現
在
（
２
月
９
日
時
点
）

イ
ノ
シ
シ
１
頭
、
ヤ
マ
ド
リ
２
羽

の
捕
獲
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

猟
期
は
２
月
15
日
に
終
了
し
ま

し
た(

イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
は
３
月

15
日
ま
で)

。
私
は
ま
だ
指
定
管

理
登
録
が
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

猟
期
が
終
わ
れ
ば
銃
を
使
用
し
た

狩
猟
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

成
果
を
上
げ
た
い
、
多
く
捕
獲

し
鳥
獣
被
害
を
減
ら
し
た
い
、
な

ど
捕
獲
す
る
こ
と
ば
か
り
意
識
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
は
町
内
の
山
、
地
形
、
鳥
獣

の
生
息
域
を
し
っ
か
り
理
解
し
、

事
故
の
な
い
よ
う
安
全
第
一
で
活

動
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
わ
な
猟
に
よ
る
狩
猟
報
告

で
す
が
、
成
果
は
未
だ
ゼ
ロ
…
。

令
和
４
年
度

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

髙た
か
や
ま山　

兼け
ん
す
け輔　

隊
員

活
動
内
容
：
有
害
鳥
獣
対
策

仕
掛
け
た
わ
な
は
作
動
し
て
い
る

の
で
す
が
空
振
り
が
多
く
、
そ
の

後
警
戒
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、

獣
の
通
り
道
が
変
わ
っ
て
い
る
様

子
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

鳥
獣
も
生
き
る
こ
と
に
必
死

で
、
警
戒
心
も
強
く
頭
を
使
っ
て

い
る
の
で
、
私
も
鳥
獣
の
動
向
を

考
察
し
な
が
ら
わ
な
を
仕
掛
け
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

参
加
イ
ベ
ン
ト

　

今
年
度
は
参
加
人
数
の
制
限
や

感
染
症
対
策
を
徹
底
し
つ
つ
、
昨

年
度
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
私

も
い
く
つ
か
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
納
涼
祭

か
ら
始
ま
り
、
会
津
伝
統
野
菜
を

使
用
し
た
料
理
教
室
、
円
蔵
堰
散

策
ウ
ォ
ー
ク
、
観
音
沼
森
林
公
園

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
卒
業
式
、
大
内
宿
雪
ま
つ

り
の
準
備
な
ど
な
ど
…
。

　

他
に
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
ど

の
イ
ベ
ン
ト
で
も
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ま
に
優
し
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

下
郷
町
に
来
て
よ
か
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

と
き
は
積
極
的
に
参
加
し
て
町
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
力

に
な
れ
る
こ
と
は
協
力
し
た
い
の

で
、「
イ
ベ
ン
ト
や
る
か
ら
手
伝
っ

て
」
な
ど
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
！

来
年
度
の
抱
負

　

私
の
来
年
度
の
抱
負
は
、
有
害

鳥
獣
対
策
と
し
て

・
町
内
の
野
生
動
物
生
息
マ
ッ
プ

作
成

・
ド
ロ
ー
ン
免
許
取
得

・
捕
獲
鳥
獣
の
利
活
用

以
上
の
３
項
目
を
中
心
に
活
動
し

て
い
き
ま
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
や
山
歩
き
で
生
息

マ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
で
、
猟
友
会

と
連
携
し
な
が
ら
農
林
被
害
減
少

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
は
廃
棄

す
る
だ
け
で
な
く
、「
皮
」
か
ら

「
革
」
へ
利
活
用
の
流
れ
が
で
き

れ
ば
、
食
肉
と
し
て
流
通
で
き
な

い
現
状
を
少
し
で
も
変
え
ら
れ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
今
ま
で
よ
り
忙
し
く

活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
更
新
も
頑
張
り
ま
す
の

で
フ
ォ
ロ
ー
お
願
い
し
ま
す
‼

協力隊 Facebook

▲雪蔵の表面を整える作業

▲クラインガルテンでの納涼祭

▲雪まつりでの雪蔵づくり。まずは鉄骨の枠の中に雪を集めます

▲初めて仕留めたイノシシ

▶
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
皆
さ
ん
と

令和４年度　地域おこし協力隊活動報告
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自
殺
対
策
強
化
月
間

こ
こ
ろ
を
守
ろ
う

３
月
は
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」
で
す
。

健
康
は
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
、
両
方
が
元
気
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
自
分
の
こ
こ
ろ
の
状
態
を
、
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
今
月
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
ス
ト
レ
ス
と
は

　

「
ス
ト
レ
ス
」
と
は
、
気
温
な

ど
環
境
や
睡
眠
不
足
な
ど
の
身
体

的
な
問
題
、
不
安
や
悩
み
・
人
間

関
係
な
ど
の
心
理
的
・
社
会
的
な

要
因
、
外
部
か
ら
の
刺
激
に
よ
り

か
ら
だ
や
こ
こ
ろ
が
緊
張
し
て
い

る
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
が
全
く
な
い
状
態
で

過
ご
す
こ
と
は
不
可
能
で
、
あ
る

程
度
は
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ス
ト
レ
ス
が
過
剰

に
蓄
積
さ
れ
る
と
、
体
調
を
崩
す

だ
け
で
な
く
こ
こ
ろ
の
状
態
も
不

安
定
に
な
り
ま
す
。
全
く
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
上

手
に
付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

◆
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン

　

ス
ト
レ
ス
が
過
剰
に
な
る
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
ス
ト
レ
ス
サ

イ
ン
や
病
気
と
し
て
現
れ
ま
す
。

「
気
の
せ
い
」「
疲
れ
て
い
る
だ
け
」

と
や
り
過
ご
し
て
し
ま
う
人
が
多

く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
全
て
同
じ
症
状
が
み

ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
に
ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
る

の
か
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
代
表
的
な
ス
ト
レ
ス
サ
イ
ン

と
病
気
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

第２次第２次
健康しもごう健康しもごう21計画21計画便り便り

第23号第 23号

健やかに暮らせる
まちを目指して

子育て支援センター

☎ 69-1137

保健行事

☎ 69-1199

◆元気はつらつ教室
日・所　３月７日…コミセン

３月 14 日…老人福祉センター
時間　９：30 ～ 11：30
65 歳以上の方で介護予防のための運動
をしたい方は、ぜひご参加ください。

◆心の健康相談
日時　３月 24 日（金）13：30 ～ 15：00
場所　南会津保健所
南会津保健所へ電話にてご予約くださ
い。（☎ 63-0305）

日曜当番医

※診察は午前中のみです。

３月５日 耳鼻咽喉科あべクリニック
☎ 62-8733　（南会津町）

12 日 只見町朝日診療所
☎ 84-2221　（只 見 町）

19 日 きむらクリニック
☎ 62-5576　（南会津町）

26 日 佐藤医院
☎ 67-2134　（下 郷 町）

４月２日 高橋医院
☎ 62-0040　（南会津町）

９日 芳賀医院
☎ 67-2128　（下 郷 町）

16 日 馬場医院
☎ 62-0141　（南会津町）

23 日 なかやクリニック
☎ 73-2036　（南会津町）

30 日 伊南小野木クリニック
☎ 76-7780　（南会津町）

◆夜間に具合が悪くなったら
「＃ 7799」にお電話を！
つながらない場合は ☎ 024-524-3020
緊急時はためらわず 119 番へ

◆育児相談会
日時　３月 14 日（火）10：00 ～ 11：30
場所　子育て支援センター
育児のさまざまな相談に応じます。お
子さんの身体計測も行います。

「気付き」から「支援」へ

　家庭や職場に、「いつもと少し違う」「元気がな

い」などと感じる人はいませんか？その気付きが、

その人を助けることにつながります。

◆気付く

まずは生活状況や身なりなど、変化に気付くこ

とが大切です。

◆声をかけ、話を聴く

相手の気持ちを尊重して話を聴きましょう。

◆早めに相談機関につなぐ

医療機関や保健所、町健康福祉課など、相談で

きるところに早めにつなぎましょう。

◆見守る

寄り添いながら優しく見守りましょう。

　話を聴き、一緒に考えてくれる人がいることで、

悩んでいる人の孤立を防ぎ、安心につながります。

1 人で抱え込まないで

　厚生労働省では、匿名で相談できる窓口（電話、

ＳＮＳ）を設置しています。南会津保健所、町健

康福祉課でも相談を受け付けています。

　つらい気持ちや心配事がある方は、抱え込まず

身近な人や相談機関に相談してみませんか？

南会津保健所　　　☎ 0241-63-0305

町役場健康福祉課　☎ 0241-69-1199

【URL】https://www.mhlw.go.jp/mamorouyokokoro/

　ストレスが過剰になると、次のような症状が
あらわれます。当てはまるものはありませんか？

□寝つきが悪い
□無気力で楽しみがない
□服装や外見に無頓着になった
□食欲がない
□頭痛やめまい、肩こりなど体調不良が増えた
□イライラすることが増えた
□深酒するようになった
□手のひらや首筋に汗をよくかくようになった
□集中力が続かず仕事や家事がはかどらなく

なった
□人と会うのが面倒くさくなった

　　などなど

ストレスサインと病気

あたたかくなったら、
サイクリングなんて
どうかな♪

　
◆
ス
ト
レ
ス
解
消
方
法
の
例

・
質
の
良
い
睡
眠
を
と
る

・
生
活
リ
ズ
ム
を
で
き
る
だ
け
整

え
る

・
家
族
や
友
人
な
ど
と
話
を
す
る

・
環
境
を
変
え
て
み
る

・
入
浴
な
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

時
間
を
つ
く
る

・
熱
中
で
き
る
趣
味
で
楽
し
い
時

間
を
つ
く
る　

 

な
ど
な
ど
…
。

　

ス
ト
レ
ス
解
消
の
方
法
も
人
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
早
め

の
対
応
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
自

分
な
り
の
方
法
を
知
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　ストレスが原因で起きる代表的な疾患は次
のとおりです。

◆うつ病：気分の落ち込み、不安感などが強
くなる。睡眠や食欲に支障をきたし、か
らだの不調につながる。

◆不安障害：理由なく不安な気持ちになり心
身が不安定になる。集中力の低下、強い
疲労感やイライラ感を伴う。

◆アルコール依存症：アルコールがないと不
安になる病気。飲酒量が多いと短期間で
も依存症になることもある。

　上記に限らず、少しでも心身の状態に異変
を感じたら、早めに医療機関に相談を。
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「やまだひまちゃん」「は～い☆」

山田　陽
ひ ま

真 ちゃん（武蔵さん　大内）

「暖かくなったらお散歩たくさんしたいな」

星　佳
か え な

笑奈 ちゃん（知弘さん　音金）

＊＊
来月１歳になる “すこやかちゃん” はだれかな？

掲載希望の方は総務課へご連絡を！
☎ 0241-69-1122

✉ soumu_03@town.shimogo.fukushima.jp

HAPPY 1st BIRTHDAY
すこやかちゃんすこやかちゃん

　幼馴染みの慎也は、卒
業式の午後、浜で行方不
明になった。
　未曽有の被害をもたら
した大震災を巡り、それ
ぞれの位置から再生への
光と家族を描いた短篇集。

　テーブルの上のりんご。
でも、もしかしたら、りん
ごじゃないかもしれない。

「考える」を楽しむ発想絵本。
　今年度、田沼文藏記念
館で一番多く借りられた
絵本です。

『また次の春へ』

『りんごかもしれない』

著者：重松清
出版：扶桑社

著者：ヨシタケシンスケ
出版：ブロンズ新社

【一般図書】
□地図と拳 小川哲 / 集英社
□荒地の家族 佐藤厚志 / 新潮社
□しろがねの葉 千早茜 / 新潮社
□この世の喜びよ 井戸川射子 / 講談社
□あなたに安全な人 木村紅美 / 河出書房新社
□バカと無知 橘玲 / 新潮社
□「自分らしさ」と日本語 中村桃子 / 筑摩書房
□会津の風光　永遠なる一瞬 竹島善一 / 国書刊行会
□子どもを読書好きにするために親ができること
 白坂洋一 / 小学館

【児童図書】
□夜をあるく マリー・ドルレアン / ＢＬ出版
□ひとはなくもの みやのすみれ / こぐま社
□ぼくのうまれたところ、ふくしま 

松本春野 / 福島民友新聞社
□あしたもオカピ 斉藤倫 / 偕成社
□ふしぎ駄菓子屋銭天堂９ 廣嶋玲子 / 偕成社
□はるちゃんとよにんのかぜのこ（こどものとも 3 月号）

□はなやさん（かがくのとも 2 月号） 福音館書店

【開館時間】９：00 ～ 17：00

【休館日】毎週月曜・年末年始

【お問合せ】☎ 0241-67-3251

今月の新着図書 おすすめ図書

グリーンプラザ田沼文藏記念館　図書便り

文藏さんの本棚

図書の貸出
　町の文化施設である田沼文藏記念館では、皆さ
まの読書推進のため、図書の貸出をしています。
★貸出冊数と期間

・貸出冊数　　５冊
※ただし新刊（３カ月以内に購入）は２冊まで
・貸出期間　14 日間

★図書の借り方
　館内に備え付けの「図書貸出カード」に必要
事項を記入し、借りたい図書と一緒に受付カウ
ンターにお持ちください。

★注意事項
　長期にわたり未返却の図書をお持ちの方へ
は、貸出はできません。また、図書を破損・紛
失した場合は弁償していただきます。
　田沼文蔵記念館の蔵書は町の財産です。大切
に扱ってくださいますようお願いします。

図書の購入
　館内に貸出希望の図書がない場
合、購入希望を受け付けています。
★購入希望受付

町内在住の方に限ります。未返却図書がある
場合、購入希望はお受けできません。

★申込上限
　１人当たり年間 3 冊まで。
　※年間：4 月 1 日～翌年３月 31 日まで
★申込方法

　館内に備え付けの「購入希望申込書」に、
タイトル、著者名等を記入してお申し込みく
ださい。お電話ではお受けできません。

★注意事項
　町の財産として予算の範囲内で購入するた
め、必ずしも全ての希望にお応えできるわけ
ではありません。ご了承ください。

イアンイアン先生の先生の
しもごう通信しもごう通信

その６　３月の花

　日本では、3 月は年度末であり、桜の開花時期でもあ
るため多くの人にとって大切な時期だと思います。
　私が育ったカリフォルニア州南部は一年中同じような
気候で、桜のように毎年咲く文化的な意味をもつ花はあ
りません。また、アメリカの学校は 3 月ではなく 6 月に
終わります。つまり、3 月に特別なことはあまりないの
です。
　しかし、私は 3 月が好きです。1 つは、今年 26 歳に
なる私の誕生月であること。もう１つは、私が住んでい
たアメリカでは、よく咲く特別な花があるからです。文
化的に重要な花ではないのですが、母の好きなスイート
ピーという花です。実家にいた頃は毎年 3 月になると、
家に帰る途中、その花を探すために寄り道するようにな
りました。
　私は日本が大好きで、ずっと住みたいと思っていたの
で心の準備はできています。他のＡＬＴに比べたら、私
はホームシックになることはあまりないと思います。
　でも、今年の 3 月は少し寂しくなりそうです。誕生日
というのは年月の流れを感じるものです。母のために花
を摘むことができない 1 年が過ぎていくことを、しみじ
みと感じています。▲スイートピー
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戸籍や国民健康保険の主な届出
戸籍保険係　☎ 69-1133

種　別 届出人 必要なもの 印鑑 本人
確認

戸
籍

出生届 父母等 ・出生証明書
・母子健康手帳 〇

婚姻届 夫、妻になる人 ・婚姻届 〇 〇
離婚届 夫、妻 ・離婚届 〇 〇
死亡届 親族、同居人等 ・死亡届（死亡診断書） 〇

国
保

加入
（社保脱退）世帯主、対象者、

同一世帯員

・社会保険喪失証明書
　（勤務していた会社が発行） 〇 〇

脱退
（社保加入）

・加入した社会保険の健康
　保険証（被扶養者分含む） 〇 〇

※ 本人確認 は、顔写真付き（運転免許証、マイナンバーカードなど）
は１点、顔写真なし（健康保険証、年金手帳など）の場合は２点
必要です。

※ 死亡届 は、“届出人が記載したもの” を代理人（近所の方や葬儀会
社の方）が持参しても構いません。

お知らせお知らせ
掲示板掲示板

informationinformation informationinformation

案
内

ものづくり分野の
再就職を応援します

　ポリテクセンター会津では、
ものづくり分野での再就職希望
者を対象とした職業訓練を実施
しています。受講料は無料です。

令和５年５月 11 日（木）
令和５年６月～ 11 月
機械 CAD・NC コース
電気設備コース
公共職業安定所に求職
登録されている方で、
職業訓練の受講が望ま
しいと判断された方
最寄りのハローワーク
に受講申込書を提出し
てください。
訓練への理解を深めて
いただくため、設備や
実習の様子を見学でき
る施設見学会も実施し
ています。ご興味のあ
る方は最寄りのハロー
ワークからお申し込み
ください。
ポリテクセンター会津
☎ 0242（26）0520

募集締切
訓練期間
訓練科名

対 象

申 込

施設見学

問 合 先

案
内

あなたの大切な遺言書
法務局でお預かりします

　自筆証書遺言書保管制度は、
大切な遺言書を法務局でお預か
りする制度です。この制度を利
用することで、遺言書の紛失・
改ざんを防ぐことができます。
ぜひご活用ください。

福島地方法務局若松支局
☎ 0242（27）1498

問 合 先

案
内

　福島財務事務所では、借金で
お悩みの方の相談に応じていま
す。相談は無料、秘密は厳守し
ます。お気軽にご相談ください。

平日８：30 ～ 16：30
貸金業者に関する問い
合わせや、不正利用さ
れている預貯金口座の
相談もお受けします。
福島財務事務所
☎ 024（533）0064

借金のお悩み
ご相談下さい

相談受付
そ の 他

問 合 先

町の気象データ 　１月
最高気温 　　９．０℃（12 日）

最低気温 －１２．０℃（31 日）

平均気温 　－３．０℃

月計降水量 　　６．０㎜

月計降雪量 　５９．０㎝

環境放射能
（µSv/ 時）

最高０．０６７

最低０．０２９
※町役場前測定
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相
続

【相続Ｑ＆Ａ】
法定相続情報証明制度とは

Ｑ：法務局で相続人の証明をして
くれる制度（法定相続情報証明制
度）について教えてください。
Ａ：法定相続情報証明制度では、

「法定相続情報一覧図の写し」が
交付されます。これは、被相続
人名義の預貯金等の払い戻しや
相続税の申告、相続登記などの
各種手続きにおいて、戸籍謄本
の束の代わりとして利用するこ
とができます。
　この「法定相続情報一覧図の
写し」は、相続手続に必要な範
囲で、無料で複数通を交付でき
ます。相続手続がいくつもある
場合、手続きを同時に進められ
るため、時間短縮につながりま
す。詳細は最寄りの法務局にお
問い合わせください。

福島地方法務局
☎ 024（534）2045
若松支局
☎ 0242（27）1501
田島出張所
☎ 0241（62）0249

問 合 先

題
詠
「
眠
る
」

自

由

題

案
内

　自動車税種別割は、４月１日
現在の登録名義人である所有者
に課税されます。転居や自動車
の売買等を行った場合は、登録
内容の変更手続きが必要です。
◆自動車を手放したとき
　自動車を下取りに出したり、
他人に譲渡した際は、必ず運輸
支局で登録変更の手続きをしま
しょう。３月末までに手続きを
しないと、翌年度分の税金が課
税されます。
◆転居したとき
　必ず運輸支局で車検証の住所変
更の手続きをしましょう。住民票
の異動だけでは、新しい住所へ納
税通知書は送付されません。
◆車検切れで使用していない車
　使わない自動車は、運輸支局で
抹消の手続きをしましょう。車検
切れでも、登録されている限り自
動車税種別割が課税されます。

福島県南会津地方振興局
県税部
☎ 0241（62）5214

自動車の登録状況を
ご確認ください

問 合 先

国民年金保険料
スマホで納付できます！

年
金

　令和５年２月より、現金・口座
振替・クレジットカード等による
納付に加え、新たにスマートフォ
ンアプリの電子決済が利用できる
ようになりました。対象の決済ア
プリ等は下記のとおりです。

①納付書
②スマートフォン
③決済アプリ
・auPAY
・d 払い
・PayB
・PayPay
バーコードが印字され
ていない納付書は利用
できません。
下郷町役場町民課
☎ 0241（69）1133
会津若松年金事務所
☎ 0242（27）5321

準 備

ア プ リ

注意事項

問 合 先

案
内

国家公務員「国税専門官」
採用試験のお知らせ

　仙台国税局では、国税専門官
を募集しています。

（１）平成５年４月２日
～平成 14 年４月１日
生まれの者

（２）平成 14 年４月２
日以降生まれで次に掲
げるもの
①大学を卒業、または
令和６年３月までに卒
業見込みの者
②人事院が大卒と同等
の資格があると認める者
令和５年３月１日（水）

～３月 20 日（月）
インターネット申込み
国家公務員試験採用情
報 NAVI（https://www.
jinji.go.jp/saiyo/saiyo.
html）
令和５年６月４日（日）
仙台国税局人事第二課
☎ 022（263）1111
人事院東北事務局
☎ 022（221）2022

受験資格

受付期間

申込方法

１次試験
問 合 先
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下郷町役場　　　　    

■開庁時間　８：30 ～ 17：15
■電話番号
◆役場 総務課…………………69-1122

総合政策課……………69-1144
税務課…………………69-1155
町民課…………………69-1133
健康福祉課……………69-1199
農林課…………………69-1188
建設課…………………69-1177
出納室…………………69-1121
教育委員会……69-1166/1168
議会事務局……………69-1123
農業委員会……………69-1188

◆保育所等
しもごう保育所…………………69-1135
湯野上保育所……………………68-2315
地域子育て支援センター………69-1137
子育て世代包括支援センター…69-1199

◆文化・スポーツ施設
公民館……………………………67-2211
下郷ふれあいセンター…………69-1112
大川ふるさと公園………………67-2905
町民体育館………………………68-2542
田沼文藏記念館…………………67-3251

◆江川出張所…………………………69-5111

informationinformation

広告を掲載しませんか？
　「広報しもごう」は町内だけでなく他市町村へも
配布されています。掲載を希望される方はお問い
合わせください。（総務課総務係☎ 0241-69-1122）

代表取締役　齋藤　理 
株式会社　しもごう環境サービス  

【本社・工事部】 下郷町大字豊成字下川原115
 ☎（67）4265　FAX（67）4275

【環境部・プラント部】 下郷町大字豊成字下川原115
 ☎（69）1231　FAX（69）1232

【衛生課】 （東部聖苑火葬受付番号） 　☎（67）3707

̶ き れ い な 街 が す き ̶  
土木建築工事・水道工事・解体工事・ 
砕石販売・一般・産業廃棄物収集運搬 

（広告）

　　３月の納税等　　
水道使用料（営業） ３月

◆問い合わせ　税務課　☎ 69-1155

マイナンバーカード
　３月の窓口延長・開設　

【開設】
３月 26 日（日）   9：00 ～ 14：00

【延長】
３月 30 日（木）19：00 まで

◆問い合わせ　町民課　☎ 69-1133

◆対象業務　マイナンバーカード申請・交付・更新
（※事前にご連絡をお願いします）

３３月の町の予定月の町の予定
弥生弥生

MarchMarch

３/ １ 水

２ 木
献血［町内事業所・役場］
健康づくり計測会［ふれセン］

３ 金 一人暮らし高齢者ひな祭り会［ふれセン］

４ 土 文化スポーツ振興表彰式［役場］

５ 日
㊩耳鼻咽喉科あべクリニック

（☎ 62-8733）

６ 月

７ 火 元気はつらつ教室［コミセン］

８ 水 ３～４カ月児健診 [ 南保セ ]

９ 木 なかよしサークル [ ふれセン ]

10 金

11 土

12 日
第１回町ソフトバレー大会［コミセン］
㊩只見町朝日診療所（☎ 84-2221）

13 月 下郷中学校卒業式

14 火
元気はつらつ教室［老］
育児相談会 [ 子 ]

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日 ㊩きむらクリニック（☎ 62-5576）

20 月

21 火㊗

22 水

23 木
町内小学校卒業式
町内小中学校終業式

24 金
心の健康相談 [ 保健所 ]
しもごう・湯野上保育所修了式

25 土

26 日 ㊩佐藤医院（☎ 67-2134）

27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

４/ １ 土

２ 日
消防団辞令交付式他［役場］
㊩高橋医院（☎ 62-0040）

３ 月

４ 火 しもごう・湯野上保育所入所式

◆参考図書
　特集「大内宿　その保存と継承を考える」掲載
にあたって、武蔵野美術大学名誉教授である相沢
韶男氏の書籍を参考にさせていただきました。
・『大内の写真記録　瞬間の遺産』（一～四）
・『村への提案』

（著者：相沢韶男 / 出版：ゆいでく有限会社）
田沼文藏記念館にて貸し出しています。ご興味の
ある方は、ぜひご利用ください。

町 の う ご き

人口と世帯数
令和５年２月１日現在　（　）は前月比

男……………2,543 人　  （－  7）
女……………2,573 人　  （＋  1）
計……………5,116 人　  （－  6）
世帯数………2,165 世帯  （－  1）
出生…… 1 人　　死亡……9 人

㊩ … 日曜当番医
（※診療は午前中のみ）

［老］ … 老人福祉センター

［子］ … 子育て支援センター
（しもごう保育所内）

［町体］ … 町民体育館
［保健所］ … 南会津保健所（南会津町）

［南保セ］ … 南会津町保健センター
（南会津町・御蔵入交流館）

カレンダーの略称表記
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納付には口座振替がおすすめです！
・納付書の管理がいらない
・非対面で納付できる
・支払いの手間がかからない
・納付忘れがない
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　お米の販売、製粉、サッシガラスの修理・販売をして
いる星徳商店。３代目の星三夫さん、春枝さんご夫婦が
経営しています。
　以前は林中にお店を構えていましたが、平成３年に現
在の下郷中学校前に移転。明るい緑色の建物が目印です。
　お米の購入者は町内のお客さんが多いそうですが、た
まに観光客も来店するとのこと。湯野上温泉に宿泊した
人や、県外のお客さんが会津の米を買い求めてくるそう
です。また、製粉はお米だけでなく、そば粉なども対応
しているそうです。町内外のそば屋さんや、一般の方か
らの依頼があります。
　人口減少やお米の消費量減少の影響も受けていると話
しますが、生産者と消費者をつなぐ大切なお店です。「現
状維持で、体の続くかぎりやっていきたい」と話してく
れました。

３年ぶりの大内宿雪まつり。初

の試みとして、２月５日から

11日までの１週間にわたる開

催でした。

代 表　星　三夫
所在地　下郷町大字中妻字大百刈 342 番地 2
電 話　0241-67-2175　　FAX　0241-67-3017

～下郷町の事業所紹介～

星
ほしとく

徳商店

▲うるち米、もち米などを取り揃えています

▲明るくお客様をお迎えします
▼下中前の明るい緑色のお店

しもごうのおしごとしもごうのおしごとしもごうのおしごと

大内宿雪まつり
PHOTOGRAPH


